






古墳時代や奈良•平安時代には土製や木製のミニチュアの船があって、このうちにたとえば大阪府

八尾市中田遺跡（坪田真ー2 0 0 9) や静岡県浜松市伊場遺跡（浜松市立郷土博物館1 9 7 8) の出

土品のように、中央に孔をあけた例がある。 しかも伊場遺跡のそれには孔に細棒がささっていたので

ある。

ではこの船底中央の円孔に立っていたのは、何か。

たなびく旗 この問題には、奈良県天理市東殿塚古墳（前期前半） でみつかった円筒埴輪に描いてあっ

た絵（第1図1~ 3) が答える（天理市教育委員会2 0 0 0)。 1個体の埴輪に船が3隻線刻してあっ

て、1隻が竪板付きの両側タイプ(2)、他の2隻は竪板のないタイプ(1 . 3)である。 表面が荒

れてはいるが、 3隻ともに共通するのは船中央に風を受けてたなびく旗である。 また少なくとも2隻

には蓋（きぬがさ） が確認できる(1 • 2)。 この蓋はやや船首か船尾よりに偏しており、 かつ宝塚

1号墳では土製の蓋が出土している。 したがって宝塚1号墳出土船形埴輪の中央の円孔にさして立て

てあったのは、旗でなければならない。 しかもその旗は、腐朽して今に残らない有機質の素材で作っ

てあったことになる。

東殿塚古墳出土の埴輪に描いてある旗は、細長い幾条もの横きれが縦一列にあって水平にたなびい

ている。 旗竿は、風を受けて大きくしなっているから、竹笹製だろう。 旗竿に沿って縦長の細い帯状

の縦きれがある。 きれの素材には、当時は植物繊維と蚕糸など動物繊維とがあった。 この縦きれから

細線を何条も平行してひいて横きれを表現していて、旗尻は輪郭線を省いて解放する。 竿に取り付け

る縦きれとそれに縫い付ける横きれからなるのは、現代の旗も変わらない。 縦きれはしっかりした生

地のきれを用いて強度を持たせ、縦きれに取り付く横きれは風にひるがえりやすい柔軟な生地を選ぶ

のである。 つまりこの絵画資料は現実の旗を正しく描写していたのである。

さてこのタイプの旗は、これまでに東殿塚古墳の他、岐阜県大垣市荒尾南遺跡出土土器（岐阜県文

化財保護センタ ー 1 9 9 8)、千葉県市原市天神台遺跡出土上器（浅利幸一 1 9 9 3) に描いてある。

これら3遺跡の絵画資料は、弥生時代終末期から古墳時代前期におさまる。 このうちで東殿塚古墳と

荒尾南遺跡は墓域からの出土である。

以上から、古墳の船形埴輪には豪華な大型船が選択されており、その中央に竹か笹を竿にして、幅

狭の横きれが何条も風を受けてはためく旗が取り付けられていたと推定できるのである 。 佐原真さん

はこの絵画資料と『常陸国風土記』の記事を結び付けた。 そして「『風土記』にみえる「はた」（施・

旅・幡）が、「虹の施を張る」「赤旗青幡（あかはたあをはた）、交雑（まじ） り諷腿（ひるがへ） り

けり。 雲飛び虹張りて」とあるのは、細長いきれか紐を何本も並べた旗だからこそ生まれた文章表現

ではないか、 と私は想像しています。」（佐原真1 9 9 7、 5頁）とした。 だが「施」と「張」の組み

合わせがどうもすっきりしない。 というのは「施」が風にひるがえる様を「張」と表現した例を知ら

ないからだ。 かといって「幕」を「施」 と呼ぶ用例も知らない。 となればこの文字の組み合わせと絵

画資料との対応関係を重視して、 本稿では「虹の施」をたなびく旗の様子とみる。 こう理解して蓋

（きぬがさ）と旗の組み合わせから、船形埴輪は、 土製に材質転換した葬送船であったと推定する 。

このタイプの旗は中国絵画にみつけることができる。

中国から伝来した 曹植(1 9 2年～2 3 2年） の作『洛神賦』を、あの顧I豊子(3 4 4年～4 0 8 ? 

年） が絵画化した『洛神賦図巻』が後世の模本で今に伝わる。『洛神賦』は、黄初3 (2 2 2)年作

とも黄初4 (2 2 3)年作ともいう（吉川幸次郎1 9 9 7)。『洛神賦図巻』の模本は現在、 故宮博物

院（北京）、故宮博物院（台 北）、遼寧省博物館、 それにアメリカフリアギャラリー に所蔵されている

（古田真ー2 0 0 0 ）。 ここに東殿塚古墳のとそっくりな旗が描かれているのである（第1図4)。 洛
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図版出典一覧（一部改変）

第1図1~ 3 天理市教育委員会2 0 0 0『西殿塚古墳・東殿塚古墳』（天理市埋蔵文化財調査報告第7集）
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第1図4 曽布川寛•岡田健・柳町敬直2 0 0 0『世界美術大全集 東洋編第3巻三国・南北朝』小学館

7 7. 
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